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「
な
く
せ
じ
ん
肺
、
ア
ス
ベ
ス

ト
」
を
訴
え
9
月
27
日
、
岐
阜
県

飛
騨
市
神
岡
町
公
民
館
の
出
陣
式

で
ス
タ
ー
ト
し
た
第
29
回
な
く
せ

じ
ん
肺
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
10
月

23
日
、
国
会
衆
議
院
議
員
会
館
で

集
結
報
告
集
会
を
開
催
し
、
約
3

0
0
人
（
東
京
土
建
は
87
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
角
田
季
代

子
実
行
委
員
長（
建
交
労
委
員
長
）

は
「
29
回
を
数
え
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
は
命
と
当
た
り
前
の
暮
ら
し
を

求
め
、
民
主
主
義
を
実
行
す
る
大

義
と
社
会
正
義
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
裁
判
で
は
勝
利
を
続
け
て

い
る
。
司
法
の
判
断
で
は
な
く
、

立
法
の
力
で
制
度
を
整
え
、
行
政

の
力
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
皆

さ
ん
と
確
認
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
立
法
府
で
あ
る
国
会
か
ら
は

翌
日
に
臨
時
国
会
開
会
が
控
え
る

多
忙
な
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

民
、公
明
、立
憲
民
主
、国
民
民
主
、

共
産
、
社
民
な
ど
超
党
派
の
議
員

17
人
が
次
々
と
駆
け
つ
け
、
連
帯

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま
し
た
。

特
別
報
告
と
し
て
、
大
阪
ア
ス

ベ
ス
ト
弁
護
団
の
小
林
邦
子
弁
護

士
が
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

到
達
点
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し

講
演
。
全
国
8
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活

動
報
告
が
あ
っ
た
後
、
首
都
圏
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
第
2
陣
原

告
、
吉
田
重
男
さ
ん（
村
山
大
和
）

が
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
10
月
15
日
の
臨
時
閣
議

で
、
2
0
1
9
年
10
月
に
消
費
税
率
を
10

％
へ
引
き
上
げ
る
と
表
明

し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
「
引
き
上

げ
前
後
の
消
費
を
平
準
化

す
る
た
め
の
十
分
な
支
援

策
」
と
し
て
、
中
小
小
売

店
で
の
商
品
購
入
時
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使

っ
た
消
費
者
に
ポ
イ
ン
ト

を
還
元
す
る
、
自
動
車
な

ど
の
大
型
耐
久
消
費
財
の
購
入
者
の
負
担

を
減
ら
す
よ
う
な
税
制
・
予
算
措
置
を
講

じ
る
と
の
考
え
を
示
し
、
増
税
に
合
わ
せ

て
食
料
品
な
ど
の
税
率
を
軽
く
す
る
軽
減

税
率
を
導
入
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

消
費
税
率
が
2
0
1
4
年
4
月
に
8
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
に
、
安
倍
首
相

は
消
費
税
増
税
の
影
響
は
一
時
的
だ
と
断

言
し
ま
し
た
が
、
実
際
は
長
期
に
わ
た
る

消
費
不
況
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
回
も
増

税
の
影
響
は
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動

減
だ
け
だ
と
し
て
、
一
時
的
な
対
策
だ
け

で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
お
り
、
過
去
の
教

訓
に
学
ん
で
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

国
民
に
と
っ
て
は
2
％
引
き
上
が
っ
た

分
、
恒
久
的
に
所
得
が
減
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
安
倍
政
権
の
も
と
で
、
法
人
税
減

税
の
累
計
額
が
5
・
2
兆
円
に
上
り
、
企

業
の
「
内
部
留
保
」
が
史
上
最
高
の
5
0

0
兆
円
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
国
民
の
所

得
よ
り
も
企
業
の
収
益
を
第
1
と
す
る
政

策
の
転
換
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
内
部
留
保
が
経
済
に
ま
わ
っ

て
い
く
よ
う
な
政
策
が
必
要
で
す
。
労
働

時
間
の
短
縮
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、

非
正
規
労
働
者
を
正
社
員
に
す
る
こ
と
で

労
働
者
の
所
得
を
増
や
し
、
企
業
の
内
部

留
保
を
社
会
に
還
元
す
る
。
そ
の
こ
と
で

需
要
を
喚
起
し
、
活
発
な
設
備
投
資
を
行

な
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
逆
進
性
が
あ
る
消
費
税
は
廃

止
す
べ
き
で
す
が
、
消
費
が
冷
え
込
ん
で

い
る
も
と
で
の
税
率
ア
ッ
プ
も
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
裕
層
と
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
て
行
く
税
制
改

革
こ
そ
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

激励に駆けつけた国会議員を前に挨拶する
角田実行委員長（左端）

第
4
次

安
倍
改
造

内
閣
が
発

足
し
、
10

月
24
日
か

ら
臨
時
国

会
が
開
会

す
る
状
況

下
で
、
国

会
前
に
2
9
0
0
人
（
東
京
土
建

は
37
人
）
の
市
民
が
集
ま
り
、
月

例
の
総
が
か
り
行
動
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
の
小
田
川
義
和
さ
ん
は

「
沖
縄
県
知
事
選
は
玉
城
候
補
が

勝
利
す
る
と
い
う
喜
ば
し
い
結
果

に
な
り
、
安
倍
政
権
に
痛
打
を
与

え
た
。
し
か
し
辺
野
古
新
基
地
移

設
で
は
政
府
は
不
服
審
査
請
求
を

出
し
、
ま
た
安
倍
首
相
は
繰
り
返

し
改
憲
案
を
国
会
に
提
出
す
る
と

発
言
し
て
い
る
。
3
0
0
0
万
署

名
の
取
り
組
み
を
ギ
ア
ア
ッ
プ

し
、
野
党
共
闘
を
強
め
、
安
倍
内

閣
打
倒
の
た
た
か
い
を
す
す
め
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
原
発
刑
事
裁
判
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
阻
止
、
辺
野
古
埋

め
立
て
の
本
土
か
ら
の
土
砂
移
送

阻
止
な
ど
の
発
言
、
国
会
か
ら
は

福
島
瑞
穂（
社
民
）、
菅
直
人（
立

民
）
、
田
村
智
子
（
共
産
）
の
議

員
に
よ
る
連
帯
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

り
ま
し
た
。

コールする参加者

池袋駅西口で訴える城北ブロック
の仲間

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
の
た
た
か
い

は
勝
利
判
決
が
連
続
す
る
な
か

で
、
法
廷
外
の
運
動
が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
10
月
10
日
、
城
北

ブ
ロ
ッ
ク
の
4
支
部
（
板
橋
、
豊

島
、北
、練
馬
）が
合
同
で
原
告
団
、

労
災
申
請
者
、
患
者
の
交
流
会
と

宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

午
前
に
池
袋
の
東
京
土
建
の
研

修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
42
人
が
参

加
し
て
、
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
大
阪
高
裁
判
決
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
弁
護
団
の
松
田
耕

平
弁
護
士
か
ら
講
演
、
本
部
宮
内

竜
平
書
記
か
ら
の
行
動
提
起
、
昼

食
も
取
り
な
が
ら
交
流
を
し
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
池
袋
駅
西
口
で

「
あ
や
ま
り
！
つ
ぐ
な
え
！
な
く

せ
！
け
ん
せ
つ
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
と
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、原
告
、

支
援
者
が
代
わ
る
が
わ
る
マ
イ
ク

を
握
り
訴
え
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て

公
正
判
決
を
求
め
る
署
名
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
1
時
間
余
り
の
行

動
で
し
た
が
、
す
す
ん
で
署
名
に

応
じ
る
市
民
も
少
な
く
な
く
、
54

筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。札幌市清田区里塚地域の地盤沈下

現場を視察

【
杉
並
・

書
記
・
高
取

一
二
三
記
】

10
月
23
日
、

杉
並
支
部
会

館
で
多
摩
市

総
務
契
約
課

の
鈴
木
課
長

を
講
師
に
迎

え
、
杉
並
区

議
、
杉
並
区

職
員
、
都
連

傘
下
2
組

合
、
土
建
9

支
部
、
未
加

入
事
業
所
を
含
む
、
総
勢
54
人
で

「
多
摩
市
公
契
約
条
例
の
制
定
ま

で
の
歩
み
と
概
要
」
を
学
習
し
ま

し
た
。

多
摩
市
の
条
例
制
定
後
の
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
5
次
〜
6
次

く
ら
い
ま
で
あ
っ
た
重
層
受
注

が
、
今
年
の
公
契
約
案
件
す
べ
て

が
3
次
下
請
ま
で
に
な
っ
て
い

た
。
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
が
無

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
元
に

届
く
賃
金
の
確
保
に
な
っ
た
と
思

う
。
と
話
さ
れ
、
制
定
す
る
こ
と

で
予
算
額
を
上
回
る
支
払
い
に
な

る
の
で
は
と
懸
念
も
あ
り
ま
し
た

が
、
実
際
は
入
札
が
8
割
9
割
と

い
っ
た
価
格
で
落
札
さ
れ
、
健
全

な
入
札
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
皆
さ
ん
も
制
定
し
、
豊

か
な
地
域
作
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
京
土
建
の
学
習
会
に
、
行

政
の
現
役
課
長
が
講
師
と
な
り
、

杉
並
区
経
理
課
の
参
加
も
あ
り
、

制
定
へ
前
進
と
言
え
ま
す
。

【
技
術
対
策
部
長
・
佐
藤
里
志

記
】
10
月
11
日
、
12
日
に
、
9
月

6
日
未
明
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
の
被
害
状
況
等
視
察

を
、
全
建
総
連
北
海
道
連
の
全
面

協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
新
千
歳
空
港
か
ら
札

幌
市
清
田
区
の
大
規
模
な
液
状
化

が
発
生
し
た
里
塚
地
域
の
視
察
に

向
か
い
ま
し
た
。
現
場
は
、
報
道

で
見
る
以
上
に
激
し
い
沈
下
・
陥

没
を
目
に
し
て
、
地
盤
液
状
化
の

脅
威
を
感
じ
ま
し
た
。
1
9
8
0

年
代
に
造
成
さ
れ
た
新
興
住
宅
地

で
、
谷
筋
を
埋
め
立
て
、
川
を
暗

渠
化
し
て
い
ま
し
た
。
液
状
化
し

た
土
砂
は
、
陥
没
し
た
地
域
で
は

な
く
近
接
し
た
別
の
場
所
で
大
量

に
噴
出
し
て
い
ま
し
た
。建
物
は
、

地
盤
の
陥
没
に
よ
り
大
き
く
傾
い

て
い
ま
し
た
が
、
建
物
自
体
の
損

傷
は
少
な
く
、
降
雪
地
特
有
の
開

口
部
が
小
さ
く
壁
が
多
い
構
造
に

よ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
震
源
地
近
く
の
、
大

規
模
斜
面
崩
壊
が
起
こ
っ
た
厚
真

町
・
震
度
6
強
の
安
平
町
を
視
察
。

厚
真
町
の
崩
落
現
場
は
、
立
入
禁

止
の
た
め
視
察
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
安
平
町
早
来
駅
周

辺
に
移
動
。
酒
屋
の
石
積
み
蔵
が

崩
壊
、
社
殿
の
一
部
が
崩
壊
し
た

早
来
神
社
を
視
察
し
ま
し
た
。

震
災
発
生
後
、
全
体
の
被
災
状

況
が
、
東
京
で
は
、
あ
ま
り
報
道

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

現
地
の
状
況
を
視
察
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。
視
察

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
北
海
道
連

の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

求

人

じん肺
キャラバン
集結集会

解
決
へ
制
度
作
り
を

多摩市課長が講演

城北Ｂで交流会と駅宣
署名の反応いい

公契約学習会を開催

超
党
派
議
員
も
駆
け
つ
け

ア
ス
ベ
ス
ト

杉
並

改
憲
は
絶
対
ダ
メ

臨
時
国
会
前
に
声
あ
げ
る

激
し
い
沈
下
と
陥
没

胆
振
東
部
地
震
現
場
を
視
察

大
企
業
・
富
裕
層
に
負
担
を


